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研究成果の概要（和文）：認知症患者は高率で睡眠障害を呈しており、睡眠導入剤の服薬率が高いことが知られ
ている。現在広く使用されているオレキシン受容体拮抗薬は、睡眠の改善をもたらすとされている。睡眠の改善
が、認知症患者の日中の生活や認知機能にどのように影響を及ぼすかを調べた。認知症の症状、重症度、精神活
動、生活動作、認知機能のいずれにおいても睡眠導入剤の服用前後で差は認められなかった。

研究成果の概要（英文）： It is known that a high percentage of patients with dementia present with 
sleep disturbances and have a high rate of taking sleep-inducing drugs. Orexin receptor antagonists,
 which are now widely used, are believed to improve sleep. We investigated how improved sleep 
affects the daytime life and cognitive function of patients with dementia. 
 No differences were found in dementia symptoms, severity, mental activity, activities of daily 
living, or cognitive function before or after taking sleep inducing drugs.

研究分野：リハビリテーション

キーワード： 認知症　BPSD

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症の症状のうち、中核症状に伴う多彩な症状は、BPSD（行動・心理症状）と呼ばれ、臨床上や介護の側面に
おいても問題となっている。家族や介護者はそれら症状の対応に困難を覚え、解決につながる方法が望まれてい
る。　　
近年、そのような症状のリスク因子としての睡眠が注目されている。認知症患者は睡眠導入剤の服薬率が高いこ
とが知られており、現在広く使用されているオレキシン受容体拮抗薬（スボレキサント）は、睡眠の改善をもた
らすとされている。スボレキサント服用前後において、認知症の症状、重症度、精神活動、生活動作、認知機能
の変化を調べたが、いずれも差は認められなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 認知機能障害に伴う多彩な症状は、BPSD（Behavioral and psychological symptoms 

of dementia）と呼ばれ、臨床上の問題となっている。BPSD は、患者の身体的要因、環

境的要因、心理的要因などの影響を受けて出現する。個人により出現する症状の種類、

重症度、頻度が異なる。BPSD は、活動亢進、精神病様症状、感情障害、アパシーの４つ

の要因からなり、介護者の対応などで変化するため、家族や介護者はそれら症状の対応

に困難を覚え、早急な解決が望まれているが、適切な対応方法はいまだ不明確なままで

ある。BPSD のなかでもアパシーは、自発性や意欲の低下、情緒の欠如などの感情面、不

活発などの行動面、周囲への興味の欠如などとして現れ、認知症の症状として最も高頻

度にみられる。一方、感情障害であるうつは、その症状がアパシーと類似していること

から、最も鑑別が困難な BPSD とされている。アパシーとうつの鑑別は認知症に伴う症

状として、その対応が全く異なるため、臨床上において重要な課題となっている。高齢

者認知症の多くがアルツハイマー病あるいはアルツハイマー病に血管性病変をともな

った混合性認知症と診断されており、混合性認知症に多く認められるこれらのアパシー

とうつとを区別して、個々の患者に適する対応方法を工夫することが求められているが、

日中にみられる BPSD の症状には睡眠の質が影響していると考えられている。認知症患

者になんらかの睡眠障害がある割合は 7割以上と報告されており、そのほとんどで睡眠

導入剤が処方されている。睡眠導入剤として、これまでのベンゾジアゼピン系睡眠導入

剤にかわるオレキシン受容体拮抗薬としてのスボレキサントは、認知症患者にも広く使

用されるようになっている。スボレキサントは質の良い睡眠を助けるとされているが、

このような良質な睡眠パターンがうつやアパシーにどう影響を及ぼすかは明らかにさ

れていない。 

２．研究の目的 

 本研究では、認知症の入院患者について、スボレキサントの投与のある時期と、な

い時期について、マット型睡眠計による睡眠の質の計測、アクチグラフによる日中の活

動量計測、うつ病スコアとアパシースコアを使用した症状評価を行うことにより、認知

症患者に対するオレキシン受容体拮抗剤のうつとアパシーに対する効果、およびそれら

がどのように関連しているのかを明らかにすることを目的とする。 

３．研究の方法 

 対象患者は、本学の関連施設である社会福祉法人建仁会特別養護老人ホーム水間ヶ

丘および医療法人河﨑会水間病院に入所または入院されている 65 歳以上の認知症患者

6 名。対象者は、本人および家族の同意を得られる認知症患者で、BPSD の症状を呈し、

同時にスボレキサントの服用に該当する者とする。対象者の 2週間分のデータを取得す

る。そのうち、1 週間はスボレキサント服用前とし、1 週間はスボレキサントの服用後

4週間経過後の期間とする。対象者にはスボレキサント服用前後において、神経心理学



的検査を行い、臨床評価を行う。神経心理学的検査は、認知機能検査として ACE-Ⅲを、

精神状態評価として N式老年者用精神状態尺度（NMスケール）を、日常生活動作の評

価として IADLを実施した。重症度評価には Clinical Dementia Rating(以下 CDR) を実施

した。 

認知検査 ACE-Ⅲ以外の質問紙評価は、患者の担当看護師 5名が行い、ACE-Ⅲは代表者

が行った。。評価結果は、その相対比を算出し wilcoxson の符号付順位検定を行った。 

４．研究成果 

NMスケール、IADL、CDRの評価点をスボレキサント服用前後で比較すると、有意

差はなかった。また、認知機能検査である ACE-Ⅲにおいても差は認められなかった。 

 スボレキサント服用の期間、神経心理検査の鋭敏さ、被験者数などの再検討を行い、

研究を継続する予定である。 
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